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第一期中期計画
［下段：達成水準］

2019
年度

2020
年度

2021
年度

学士課程教育の質の向上を図り、全学教員に
よる教養・基礎教育、専門教育の充実に取り
組む。特に、教養教育や汎用的な能力及び研
究・職業倫理涵養のための科目の充実や、学
生の主体的な学修を促進するためアクティブ
ラーニングを活用した科目の拡充に取り組
む。

［中期計画の達成水準］
・教養・基礎教育、専門教育の充実

・研究・職業倫理涵養のための科目提供の充
実
・アクティブラーニングを活用した科目割合の
維持

地域再生（ＣＲ）副専攻などの地域志向型のカ
リキュラムに基づく教育を推進する。

［中期計画の達成水準］
・地域再生（CR）副専攻の継続及び質の向上

・地域志向型カリキュラムとしての地域再生
（CR）副専攻の改善策の実施と検証

第一期中期計画

第2　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するために取るべき措置
1 大阪府立大学の教育研究に関する目標を達成するための措置
（1）教育に関する目標を達成するための措置

各年度の評価委員会評価

（1）教育に関する目標
ア 人材育成方針及び教
育内容
　年次教育の充実をはじ
め、教養・基礎教育と専門
教育の充実を図り、複雑
化・多様化し、急速に変化
する社会において、幅広
い教養と高い専門性を備
え、地域社会だけでなく国
際社会で活躍できる人材
を育成するための教育を
展開する。専門職種の国
家試験の合格率の向上に
引き続き努めるとともに、
公的機関や産業界と連携
した教育により実践力を兼
ね備えた人材の育成を目
指す。

1 学士課程
の教育の
質の向上

Ⅲ

3 地域志向
型のカリ
キュラム
の推進

Ⅲ

Ⅲ Ⅳ

Ⅱ Ⅲ
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中期計画取組実績
(2019年度～2021年度)

○旧計画については、2019年度から2021年度までの３年間実績及び各年度の評価委

員会評価の状況を旧計画における業務実績としてとりまとめ、中期目標終了時に見込まれ

る業務実績の評価を行うにあたって、参考として活用する。

○このため、旧計画の業務実績報告書においては、法人自己評価欄・判断根拠欄は設け

ない。

○2019年度から2021年度までの旧計画における3年間の実績を記載する。

6


